
当研究所では所員の研究発表や意見交換のための所員研究会を開催しております。
研究者向けの研究会ですが、一般の参加もできますので、興味のある方は是非お越しください。

※ご記入いただいた個人情報は、当研究所業務に関する情報提供・運営管理に活用させていただき、第三者に提供することはありません。

日本と九州の農業・食料産業の
活性化に向けて

15:30～16:30
本間 正義 氏 AGI特別教授

（東京大学名誉教授、日本農業経済学会元会長）
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主 催 公益財団法人アジア成長研究所
（北九州市小倉北区大手町11-4 北九州市大手町ビル「ムーブ」6階）
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【お問合せ先】 公益財団法人アジア成長研究所（AGI） 担当：谷村 ℡ 093-583-6202 E-mail: asia@agi.or.jp

office@agi.or.jp
お名前・ご所属・お電話番号を明記の上、下記アドレスへメールを送信してください。

開催前日までにこちらよりご参加用URLをメールにてお送りします。

お申し込み 詳細はこちら➡

オンライン（ZOOM）で開催いたします。
※インターネット環境とPCやスマートフォン、タブレットが必要です。

日本の農業はFTAやEPAといった経済のグローバル化の中で国際化対応を迫られている。一
方で、ウクライナ危機に見られるような有事の際の食料の安全保障への国民の関心が高まってい
る。
日本の農業問題は、農地、コメ、農協の3つの問題に集約されるが、本報告では、これらを中心

に日本農業の現状と問題点を洗い出し、これまでの農業政策の対応について議論する。また、安
倍政権下で行われた農協改革など一連の農業改革を点検し、新たな政策として打ち出された有
機農業の拡大を柱とする「みどりの食料システム戦略」の是非を検討する。
今日の農業は原料提供産業にとどまることなく、食料システムに組み込んで最終消費者との結

びつきを深める必要がある。そのような観点から、これからの日本および九州の農業がより発展
するために目指すべき方向性を提示する。


	スライド番号 1

